臨床研究についての公開文書

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた記録をまとめることによって行います。このような研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定により、対象となる患者さんのお一人ずつから直接同意を得ることは必ずしも必要とされていませんが、研究内容の通知や研究に関する情報を公開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、下記の問い合わせ連絡先までお申し出ください。

○研究課題名：3種類の眼内レンズにおけるYAGカプスロトミーを行うまでの期間と割合の検討

○研究の目的：後発白内障は白内障手術後に生じる合併症のうち一般的なものであるが、視力低下や羞明を伴い、患者にとっても術者にとっても不快なものである。可能な限り、後発白内障を生じさせないための手術方法、眼内レンズの選択が必要となる。3種類の眼内レンズ255（HOYA社）、AN6KA（KOWA社）、 AR40e（AMO社）を挿入後の後発白内障に関する検討はないため、今回その3種類の眼内レンズを用いた白内障手術患者において後発白内障に対するYAGカプスロトミー（以降YAGL）を行うまでの期間と割合を比較検討した。

○研究対象者：かわな眼科にて2010年10月から2022年9月に白内障手術を行った2975眼。

○研究期間：かわな眼科倫理審査委員会承認後～2023年9月30日

○研究に利用する試料・情報：年齢、YAGL前後の矯正視力、YAGL施行までの期間。

○倫理的事項：取得された情報は、厳重な管理のもとに分析・検討されます。本研究に使用する情報を第三者へ提供することはありません。

○本研究への参加を希望されない場合：患者さんやご家族が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用または提供の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡下さい。すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。

○プライバシーの保護：利用する情報からは、お名前・住所などご本人を直接同定できる個人情報は削除します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際もご本人を特定できる個人情報は利用しません。

○問い合わせ連絡先：
かわな眼科　研究責任者　川名　啓介
０４７－３８４－９８９８
